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月　日 天気 総入場者数 累　計

2024年6月13日（木） 晴れ 1,119名 ー
2024年6月14日（金） 晴れ 1,585名 2,704名
2024年6月15日（土） 晴れ 2,514名 5,218名

前回出展社 50音順

◆ 来場登録者数みる・はかる・未来へつなぐ科学機器展  
東海サイエンスパーク2024
会　期：2024年6月13日〜15日
会　場：名古屋国際会議場 イベントホール／会議室

ファミリーデイ

◆ 開催規模

128社
118小間

ア アイエムティー株式会社
一般社団法人愛知県計量連合会
アズワン株式会社

├株式会社カスタム

├興研株式会社

├ELGA

├METONE

├LITHOZ

└株式会社Co-LABO MAKER
株式会社Ｅｓ１
伊勢久株式会社

├ザルトリウス・ジャパン株式会社

├昭栄薬品株式会社

├株式会社テストー

├株式会社トミー精工

├日本ウォーターズ株式会社

├ヤマト科学株式会社

├株式会社ハイロックス

├ベックマン・コールター株式会社

├メルク株式会社

├株式会社mil-kin

├PerkinElmer Japan 合同会社

├PHC株式会社

└アルファ株式会社
入江株式会社
株式会社イリエ

├株式会社チノー

├ビーエルテック株式会社

├株式会社平山製作所

├株式会社ニッカトー

├株式会社ＥＢＳ

└株式会社セイシン企業

エスペック株式会社
大塚電子株式会社
オザワ科学株式会社

├英弘精機株式会社

├倉敷紡績株式会社

├ジーエルサイエンス株式会社

├株式会社チノー

├株式会社日立ハイテク/

│　株式会社日立ハイテクサイエンス

├ファロージャパン株式会社

├株式会社フューチャーイン

├三谷商事株式会社

├武蔵エンジニアリング株式会社

├メトラー・トレド株式会社

└ヤマト科学株式会社
カ 株式会社カーク

├株式会社アントンパール・ジャパン

├株式会社写真化学

├テクノホライゾン株式会社

├株式会社NaITO

├株式会社ニチリョー

├ブルカージャパン株式会社

├ポニー工業株式会社

└ユウアイ電子株式会社
株式会社北浜製作所
岐阜大学Guコンポジットセンター
久保田商事株式会社
ケニス株式会社
壽ホールディングス株式会社

サ 株式会社佐藤計量器製作所
株式会社三弘

├エフティーエス株式会社

├株式会社エビデント

├新光電機株式会社 

├株式会社ディテクト 

├日本アビオニクス株式会社 

├リオン株式会社

├株式会社東京測器研究所

├有限会社朝日ケミテック

├株式会社ＹＤＫテクノロジーズ 

├英弘精機株式会社

├株式会社Ｓｐｅｃｔｅｅ 

├三弘 商品企画部

└三弘 ｅコマース
三弘エマテック株式会社
三弘計測サービス株式会社
株式会社サンプラテック
ジーエルサイエンス株式会社
柴田科学株式会社
株式会社島津製作所

├株式会社島津テクノリサーチ

└株式会社島津理化
ジャスコエンジニアリング株式会社
新東科学株式会社

タ 株式会社テクノ西村

├株式会社マルトー

├株式会社サカエ

├株式会社サーモ理工

└日本電色工業株式会社
輝達商事株式会社
東亜ディーケーケー株式会社
東京硝子器械株式会社

ナ 名古屋科学機器株式会社

├株式会社岡野製作所

├オメガエンジニアリング合同会社

├株式会社岡崎製作所

├株式会社稲葉屋冷熱産業

├明電北斗株式会社

├クロマジャパン株式会社

├丸紅エレネクスト株式会社

├株式会社三社電機製作所

├興研株式会社

├日研オフィスシステム株式会社

├日置電機株式会社

└株式会社アンベエムエスティ
日陶科学株式会社
日本製紙クレシア株式会社
日本ビュッヒ株式会社
日本分光株式会社

ハ ハヤシ化成株式会社

├オルガノ株式会社

├東ソー株式会社

├ニイガタ株式会社

├日本フリーザー株式会社

└株式会社ユニケミー
ハリオサイエンス株式会社
フクシマガリレイ株式会社
株式会社堀場製作所

├株式会社堀場アドバンスドテクノ

├株式会社堀場エステック

└株式会社堀場テクノサービス
マ 株式会社マイセック

├日本キスラー合同会社

└SB C&S 株式会社
株式会社村上衡器製作所

ラ 株式会社リガク

前回レポート�

情報処理、システム
0.76%

経営企画 2.33%
広報、宣伝 1.28%

総務　2.33%
人事　0.47%
経理　0.41%

自動車 38.12%

航空機 12.59%

ロボット 20.31%

医食品 21.10%

化学 48.60%

その他 7.13%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不動産　0.12%
その他金融　0.47%

保険　0.06%
証券　0.06%
銀行　0.29%
小売　1.16%

農林、水産　0.81%
鉱業　0.47%
建設　2.73%

化学、ゴム
12.27%

食料品　3.84%
繊維　0.93%

紙、パルプ　0.47%

輸送用
機器
9.08%

機械
7.39%

電気機器　5.76%精密機器　6.05%

商社
13.55%

サービス
8.67%

医薬　2.73%
石油、石炭　0.23%
ガラス・土石　2.44%

鉄鋼　0.76%
非鉄金属　1.57%

金属製品　3.37%

教育　2.73%
官公庁、団体　6.05%

卸売　3.49%
情報、通信　0.87%
運輸、倉庫　0.29%
電気、ガス　1.28%

教職員 1.92%
学生 1.45%

研究開発
31.40%

営業、サービス
32.50%

生産、品質管理
21.86%

設計
3.31%

業種別 職種別

○ 関心のある分野

▲

最終日「ファミリーデイ」は、愛知教育大学のサークル「訪問科学実験わくわく」協力による体感型科学ショーや、工作体験ステージなどを開催。出展各社も
子供向けの製品を展示、終日親子連れや小学生らで賑わいました。

▼工作体験ステージ ▼みるはかツアー▼科学ショーステージ ▼お楽しみ抽選会

6月10日［木］・11日［金］・12日［土］
10:00–17:00（最終日は16:00まで）
名古屋国際会議場
主　　催： 東海科学機器協会
 一般社団法人 愛知県計量連合会
 産経新聞社
特別協力： 一般社団法人 日本科学機器協会

出展のご案内www.miruhakaru.jp

平日２日間はビジネスショー  土曜日はビジネスショー
＆

ファミリーデイ！

みる・はかる・
未来へつなぐ
科学機器展
東海サイエンスパーク

2027 第27回 
最新科学機器展・計量計測総合展



東海科学機器協会
一般社団法人 愛知県計量連合会

産経新聞社

社名版（パラペット）／社名表示（黒・ゴシック）／受付カウン
ター 1台（W900×D450×H800）／床面カーペット／電気
（FL22W：2灯、SP28W：4灯）／折りたたみ椅子：1脚／
名刺受け：1個／ 1kw以内の電気幹線工事費、使用料／コ
ンセント：2個

2小間タイプ
出展料 + 150,700円 （税込）

（間口6m×奥行2m）

小間規格： 1小間：間口3.0m×奥行2m×高さ2.7m
 側壁・後壁のみ設置（角小間は側壁なし）

出展料（税込）

出展料に含まれるもの
間口3.0m×奥行2.0mの展示スペース、
間仕切り（後壁・側壁、独立小間はスペースのみ） 

※会員とは、東海科学機器協会および日本科学機器協会に加盟する各地区科学機器協会の会員、（一社）愛知県計量連合会の
　会員を指します。 

会　員 220,000円／1小間

非会員 275,000円／1小間

社名版（パラペット）／社名表示（黒・ゴシック）／床面カーペット

1小間タイプ
出展料 + 52,800円 （税込）

小間規格及び出展料

6m9m

2m

1～ 3小間 … 並列小間のみ　
4小間以上 … 並列小間、ブロック小間より選択可能

小間形態

パッケージ装飾

■シンプルプラン
（間口3m×奥行2m）

社名版（パラペット）／社名表示（黒・ゴシック）／床面カーペット

2小間タイプ
出展料 + 102,300円 （税込）

（間口6m×奥行2m）

社名版（パラペット）／社名表示（黒・ゴシック）／受付カウン
ター 1台（W900×D450×H800）／床面カーペット／電気
（FL22W：１灯、SP28W：２灯）／折りたたみ椅子：1脚／
名刺受け：1個／ 1kw以内の電気幹線工事費、使用料／コ
ンセント：1個

1小間タイプ
出展料 + 82,500円 （税込）

■ノーマルプラン
（間口3m×奥行2m）

※4小間ブロック小間の場合
※3小間並列小間の場合

※申込につきましては、出展者説明会にてご案内いたします。　※3小間以上のタイプは事務局へお問い合わせください。

芯々 1.98m

芯々 2.97m

2.7m

出展対象および内容�

■ 汎用科学機器・装置
■ 器具・消耗品
■ 実験室設備
■ 物理量・物性測定器
■ 試験機器・装置

■ 非破壊機器・装置
■ LA（Laboratory Automation）機器・装置
■ 情報処理・データベースシステム
■ 研究・開発アウトソーシング／コンサルティング
■ 専門書籍・専門紙誌

■ 分析機器・装置
■ 計測関連機器・装置
■ 環境関連機器・装置
■ センサ・電気制御機器
■ 航空関連機器

自動車、航空機、ロボット、医食品、化学 …… 中部地区のものづくりを支える機器を募集します！

名 称：みる・はかる・未来へつなぐ科学機器展   
東海サイエンスパーク2027

会 期：2027年6月10日（木）〜 12日（土） 3日間
開場時間：10：00 〜17：00 （最終日は16：00まで）
会 場：名古屋国際会議場 イベントホール／会議室

（名古屋市熱田区熱田西町1-1）
入 場 料：無　料
主　 催：東海科学機器協会

一般社団法人愛知県計量連合会
産経新聞社

特別協力：一般社団法人日本科学機器協会

後　　　援：
文部科学省、中部経済産業局、愛知県、名古屋市、名古屋市教育委員会、名古屋商工会議所、

（公財）科学技術交流財団、（公財）名古屋産業振興公社、（公財）中部科学技術センター、
（公社）日本化学会、（公社）日本分析化学会、日本理化学硝子機器工業会、
（一社）日本計量振興協会、（一社）日本計量機器工業連合会、中部医療機器工業協会、
愛知県浄化槽保全協会　（順不同・申請予定）

協　　　賛：
（公社）日本セラミックス協会、（一社）日本ファインセラミックス協会、
(一財)ファインセラミックスセンター、日本試験機工業会、（一社）日本電気計測器工業会、
日本光学測定機工業会、（一社）日本分析機器工業会、日本真空工業会、日本薬科機器協会、
日本顕微鏡工業会、日本精密測定機器工業会、（一社）日本試薬協会、

（一社）日本粉体工業技術協会、（公社）日本環境技術協会、（一社）次世代センサ協議会、 
（一社）愛知県環境測定分析協会　（順不同・前回実績）

開催概要�

出展要項�

①35分テーマ ②50分テーマ

発表料金 77,000円／テーマ 99,000円／テーマ

会 場 212 会議室 211 会議室

聴 講 者
定 員

72名
スクール形式　２人掛け

96名
スクール形式　２人掛け

会 期：2027年6月10日（木）〜 11日（金） 
時 間：10：30 〜16：20 （予定）

発表時間・料金（税込）

申し込み締切：2027年1月21日（木）
[定数に達した場合締切とさせていただきます]

発表枠決定：主催者団体の代表者で構成する実行委員会で決定します。

申し込み方法：別添の申込書に所定事項をご記入のうえ、事務局（産経新聞社 事業
本部 コンベンション事業部）までお申し込みください。

テーマ数・内容の変更：発表枠決定後の参加取消、テーマ数の変更および概要原稿提
出後の内容変更には応じられません。

会 場 設 備：机、イス、スクリーン、指示棒、ホワイトボード、マイク、スピーカー、
液晶プロジェクター
※パソコンの貸出は行いません。各社でご持参ください。
※インターネット環境の用意はございません。

最新技術セミナー�

東海サイエンスパーク2027�

子どもが体験できる機器が
たくさんあり、

とても楽しかったです

お子さんの、理科学に対する
モチベーションが高く感心しました

社会貢献、お子さんの教育の為、
非常に良い企画だった

体験が多く、
こういった機会があると
より授業も楽しめると思った

来場者の声 出展者の声

最終日6月12日（土）は熱田区内の小学生を中心にお子様が来場されます。出展者様におかれましては、可能な限りお子様向けの展示および
解説をご用意ください。詳しくは、2027年2月下旬に開催予定の出展社説明会にてご説明いたします。

実機展示・実演・サンプル測定にご協力ください

2027年
1月21日（木）

出展募集締め切り

土曜日は
ファミリーデイ
子どもたちに“かがく”の
おもしろさをお楽しみいただけます。
CSR活動の一環としてお役立てください。

 	 は

 � �わが国のものづくり一大集積地「東海・中部エリア」で活躍わが国のものづくり一大集積地「東海・中部エリア」で活躍
している企業が期待するしている企業が期待する未来へつなぐ未来へつなぐ科学機器が	科学機器が	
一堂に会する展示会です一堂に会する展示会です

 � �「「みるみる・・はかるはかる・試せる」“体験型”展示会を目指します・試せる」“体験型”展示会を目指します

2027年6月10日(木)から12日(土)までの3日間、名古屋国際会議場
において研究開発支援機器の総合展「みる・はかる・未来へつなぐ科学
機器展」を開催いたします。今回は「みて、はかって、みらいに」をテーマ
に掲げての開催となります。

前回のご来場者様からのアンケートでは、「東京や大阪で開催される展
示会に行かなくても、理化学機器や分析機器、計測機器が間近で見られ
る」「セミナー内容も充実しており、非常に有用な情報収集の場となって
いる」と高い評価をいただいております。

今回も前回同様、ご来場者様が将来の設備導入に向けた予算立てを
具体的にイメージしやすくなることを目的に、実機で「みて、はかって、
試せる」体験型の展示会を目指してまいります。またセミナーでは、技術
の伝承を目的に「設備の活用法や測定技術」を深く学べるような「一歩先
の学習」をお届けしたいと考えております。つきましては、展示効果を
より一層高めるためにも、実機の展示とあわせた実演展示や、技術の
伝承をテーマにしたセミナーなど、出展企業の皆様からの積極的な
ご提案・情報発信をお願い申し上げます。

また、前回ご好評いただいた土曜日開催も引き続き実施いたします。
最終日の土曜日は、近隣の小中学生に加え、平日ご来場いただけないユー
ザー様、あるいはメーカー、ディーラーの方々がお子様連れでご来場
いただけるよう、親子で科学を楽しんで学べるファミリーデイ企画「東海
サイエンスパーク2027」も開催いたします。科学離れが進む子どもたち
に“かがく”のおもしろさを体験いただき、興味を持っていただくとともに、
出展者様のCSR活動の一環としてお役立てください。

主催者としては、B to Bの商談を目的とする部分と、子どもたちの
「なぜ」「どうして」と思う身の回りの疑問を探求する心を育てていく
社会的使命の両立を目指し、様々な施策に取り組んでまいります。皆様
方におかれましては、是非本趣旨にご賛同いただき、これまで以上の
ご協力をお願い申し上げます。


